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研究成果の概要（和文）：第1に、アメリカ合衆国で様々な社会運動に加わったヨーロッパとアジアからの移民が、彼
らの送出国での社会運動と結びつき、そこから影響を受けながら発展したことを明らかにした。第2に、大西洋世界と
太平洋世界の移民が、アメリカ国内で一つの運動を形成したこと、それらの運動が、移民の送り出し地域に対して影響
を及ぼしたことを、とくに日本と中国について明らかにした。第3に日本に滞在して日本における運動に接点を持った
アメリカ出身者が、本国の社会運動から影響を受けていた可能性があるという点を指摘した。

研究成果の概要（英文）：Firstly, this study demonstrated that the immigrants, who came from Europe, 
Africa, Caribbean to the United States and participated to the social movements in the United States, 
associated to the social movements of their homelands; being influenced transnationally by the social 
movements of their homelands, immigrants’ social movements developed in the United States. Secondly, it 
was also revealed that the immigrants who came from Atlantic rim and Ocean rim constructed their social 
movements commonly in the United States; these movements influenced of the social movement in their 
homelands, especially in Japan and China. Thirdly, it is pointed out, that there are some materials 
indicating the possibility of the influence of American social movement to the American people in Japan, 
who had connection to the Japanese social movement.

研究分野： 西洋史
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、研究代表者がこれまで進めて
きた以下の 4 領域の研究を発展させるもの
である。 
1）ドイツ・アナーキズム史研究、2）帝政
ロシア出身のユダヤ系移民アナーキズム
成立史に関する研究（「移動と情報ネット
ワークの政治学」2008-2010 年、基盤研究 B、
「ユダヤ系移民によるアナーキズムの形
成と変容に関する研究」2009-2011 年、基
盤研究 C、「大逆事件 100 周年記念シンポ
ジウム」2010 年、国際交流基金助成対象事
業）、「近代ヨーロッパを中心とする空間的
移動の実態と移動の論理に関する比較史
研究」2011-2014 年、基盤研究 B、3）移民
のトランスナショナル・アイデンティティ
に関する研究（「アメリカ移民労働史の再
検討」2009-2011 年度、基盤研究 C、4）ド
イツ系移民と日本の社会運動との関係に
関する研究（「影山英子と『フライハイト』
紙」2003 年）。 
 これらの研究により、ドイツ系／ユダヤ
系移民アナーキストが、出身地のロシアと
移民先の世界各地をつなぐネットワークを
基盤にして、国境を越える運動を展開し、
それを背景にして、日系移民との関係性を
構築していたという事実が明らかになった。
このことから、これまで大西洋世界の移民
中心にとらえられてきた近現代アメリカ史
における社会運動を、大西洋世界と太平洋
世界の移民が構築した関係性に着目して捉
え直す必要があることがわかった。それと
同時に、そのような関係性、および、そこ
から生まれた社会運動を、国境を越えて移
動する人々と彼らの国内外の拠点（出身地
と移民先）、およびそれら拠点を結ぶネット
ワークに焦点を当てて検討することが重要
であることも認識した。 
 以上のようなアメリカにおける社会運動

史の再検討は、これまで国民国家の枠組で
捉えられ、大西洋世界の移民を中心にして
理解されてきたアメリカ史における移民を
中心とした社会運動、さらには、欧米世界
全体の社会運動史全体の新たな側面を明ら
かにする可能性を有しているという展望を
得た。ただし、そのためには、研究対象・
時代・領域を拡大する必要があるため、共
同研究を構築することが適切であると認識
した。こうして、本研究の課題を設定する
に至った。以上のような本研究の課題設定
は以下の諸研究から示唆を得ている。    
  1）アメリカ社会運動ユニオニズムに関す
る研究：『アメリカ労働運動のニューボイス』
(2003)、『社会運動ユニオニズム』（2005） 等
では、旧来のヨーロッパ系移民の子孫が、ア
ジア系・ヒスパニック系移民および女性を労

働組合に迎え入れることを通じて、現代アメ
リカ労働組合運動が、人権・環境・福祉等に
関する要求を掲げる社会運動ユニオニズム
に変容したことが明らかにされ、大西洋世界
と太平洋世界の移民が結合した現代アメリ
カにおける社会運動の事例を示している。し
かしその歴史的起源については検討がない。 

2）異なる移民集団が結合した社会運動に
関する研究：M.-K. Jung, Reworking Race 
(2006)では、ヨーロッパ系・アジア系移民労
働者の関係性に着目し、ハワイに移住した
北米大陸における労働運動経験者と彼らの
働きかけを通じて異なる移民集団の結束が
もたらされたことを明らかにし、移民によ
る社会運動とそれを創り出す思考や行動を
解明している。ただし、北米大陸からの移
住者のネットワークやそれが移民の結束に
おいて果たした役割に関する検討がなされ
ていない。 

3）南北アメリカ大陸における移民労働者
のトランスナショナリズムに関する研究：
D. Gabaccia et. al., Italian Workers of the World 
(2001); Women, Gender and Transnational 
Lives (2002）; L. Fink, ed., Workers Across the 
Americas, Transnational Turn in Labor History 
(2011）では、南北アメリカ大陸における移
民労働者による社会運動に関する多様な事
例が取り上げられている。しかし、異なる
移民間で構築された関係性において移民の
国境を越えた移動やネットワークが果たし
た役割、および、大西洋世界と太平洋世界
の移民が創出した社会運動については検討
されていない。 

4）グローバルな視野からの移民史：大西
洋世界と太平洋世界等の移民に関する共同
研 究 （ D. Gabaccia, D. Hoerder, eds., 
Connecting Seas and Connected Ocean Rims, 
Indian, Atlantic, and Pacific Oceans and China 
Seas Migrations from the 1830s to the 1930s, 
2011）では、太平洋世界等の移民史研究を
組み込むことで、大西洋世界中心の移民史
の相対化が可能であることが示唆されてい
る。ただし、アメリカ合衆国における移民
が展開した社会運動がグローバルな文脈か
らどのように説明できるのか、という点に
関しては検討がない。 
 以上 1）～4)から、大西洋世界・太平洋世
界の移民を視野に収め、国境を越える人の移
動に焦点を当てることが重要であることが
わかった。しかし、現在の社会運動と過去の
社会運動をつなぐ研究や、移民の移動とネッ
トワークが社会運動において果たした役割
に関する研究がないことも明らかになった。
そこで本研究は、歴史上の移民による国境を
越えたネットワークに着目しながら、大西洋
世界と太平洋世界の移民の間で構築された
関係性と社会運動の特質を明らかにするこ
とを通じて、近現代アメリカ社会運動史を再



検討するという課題を設定した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、これまで一国史の枠組で捉えら
れ、大西洋世界の移民とその子孫を中心にし
て描かれてきた近現代アメリカにおける移
民による社会運動を、太平洋世界の移民史と
接続させ、国境を越えた枠組から再検討する
ことを通じて、国民国家・欧米中心の枠組み
で理解されてきた近現代欧米世界における
社会運動の新たな側面を明らかにすること
を目的とする。とりわけ、19 世紀半ば～20
世紀後半のアメリカ合衆国で、大西洋世界の
移民（ヨーロッパ・カリブ海系）と太平洋世
界の移民（アジア系）の間で生じた関係性（結
合／離反／対立）を通じて成立した様々な社
会運動が、国境を越えて移動した人々と、彼
らが結びつく国内外の拠点（出身地と移民
先）で活動する諸グループから形成されたネ
ットワークによって支えられ、形作られた歴
史的経緯に着目して研究を進める。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、個別・具体的な事例に関する調
査・分析の後、その相互比較と類型化、それ
らを総合する作業を通じて、移民を中心とし
た社会運動に関する新たな解釈の枠組みを
構築し、近現代アメリカ社会運動史を再解釈
するという方法を採る。そのために、まず各
人が研究担当領域に即してヨーロッパ系／
カリブ海系移民者とアジア系移民者との間
に構築された関係性と社会運動に関する事
例を、移民の出身地・移民先の諸活動とそれ
らをつなぐネットワークに着目し、同時に、
労働・政治・文化活動／教育／思想／ライ
フ・スタイル／日常生活／エスニック・コミ
ュニティ／ジェンダー関係等の諸文脈を視
野に収めて、調査・分析の上で提示し、共同
討議を通じて、社会運動において果たす国境
を越えたネットワークの共通性や違い、その
特徴を抽出し、新たな枠組に基づくアメリカ
社会運動史の再解釈を試みる。 
 
４．研究成果 
 第 1に、アメリカ合衆国で様々な社会運動
に加わったヨーロッパとアジアからの移民
が、彼らの送出国での社会運動と結びつき、
そこから影響を受けながら発展したことを
明らかにした。第 2に、大西洋世界と太平洋
世界の移民が、アメリカ国内で一つの運動を
形成したこと、それらの運動が、移民の送り
出し地域に対して影響を及ぼしたことを、と
くに日本と中国について明らかにした。第 3
に日本に滞在して日本における運動に接点
を持ったアメリカ出身者が、本国の社会運動
から影響を受けていた可能性があるという
点を指摘した。 
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